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(57)【要約】
【課題】先行技術の欠陥を克服する方法および装置を提
供する。
【解決手段】外部本体の一次側と二次側との間に延びる
孔内に同軸に組み込まれた単体の略円筒形内部導体を有
する、角度付き同軸ケーブルコネクタ。一次側縦軸上に
第１端部を備える内部導体は、一次側縦軸に対してある
角度を有する第２軸上の第２端部への移行部を有する。
移行部の外側は、平坦な背面角表面を有し、平坦な背面
角表面は、縦軸および第２軸のそれぞれに対してほぼ半
分の角度で配置されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部本体の一次側と二次側との間に延びる孔内で同軸である、単体の略円筒形内部導体
を備えた、角度付き同軸ケーブルコネクタであって、
　前記内部導体は、一次側縦軸に対してある角度に配置された二次側軸上の第２端部への
移行部を有する、一次側縦軸上の第１端部を備え、
　前記移行部の外側は、平坦な背面角表面を有し、前記平坦な背面角表面は、前記縦軸が
前記二次側軸に対して傾斜する角度のほぼ半分の角度で、前記縦軸と前記二次側軸のそれ
ぞれに対して、傾斜して配置されている、
角度付き同軸ケーブルコネクタ。
【請求項２】
　前記平坦な背面角表面は、前記内部導体の幅に全体わたって広がっている、請求項１に
記載のコネクタ。
【請求項３】
　前記一次側縦軸と前記二次側軸が９０°の角度をなす、請求項１に記載のコネクタ。
【請求項４】
　前記内部導体は、前記第２端部に結合面を有する、請求項１に記載のコネクタ。
【請求項５】
　前記結合面はねじ切りされている、請求項４に記載のコネクタ。
【請求項６】
　前記結合面は、前記移行部から離れて間隔が空いている、請求項１に記載のコネクタ。
【請求項７】
　前記結合面に結合された内部導体接合部をさらに含む、請求項１に記載のコネクタ。
【請求項８】
　前記外部本体の前記一次側に形成された一次側接合部取付部をさらに含む、請求項１に
記載のコネクタ。
【請求項９】
　前記外部本体の前記二次側に形成された二次側接合部取付部をさらに含む、請求項１に
記載のコネクタ。
【請求項１０】
　前記内部導体は、前記一次側に結合された接合部内に取り付けられた隔離体によって、
前記孔内で同軸に保持されている、請求項１に記載のコネクタ。
【請求項１１】
　前記移行部の内側は、直角交差している、請求項１に記載のコネクタ。
【請求項１２】
　前記一次側接合部取付部は、前記外部本体の前記一次側で環状溝であり、前記環状溝は
、前記一次側に開口し、前記一次側で前記孔と同心である、請求項１に記載のコネクタ。
【請求項１３】
　前記環状溝に圧入された一次側接合部をさらに含み、前記一次側接合部の接合部肩部は
、前記外部本体の前記一次側に対して隔離体を保持するために、内側に突出している、請
求項１２に記載のコネクタ。
【請求項１４】
　直角同軸コネクタを製造する方法であって、
　一次側縦軸に対してある角度を有する二次側軸上の第２端部への移行部を有する、前記
一次側縦軸上の第１端部を備えた単体の略円筒形内部導体を形成するステップを含み、
　前記移行部の外側は平坦な背面角表面を有し、この平坦な背面角表面は、前記縦軸が前
記二次側軸に対して傾斜する角度のほぼ半分の角度で、前記縦軸と前記二次側軸のそれぞ
れに対して、傾斜して配置されており、
　さらに、前記内部導体を、外部本体の一次側と二次側の間に延びる孔内に同軸に挿入す
るステップ、を含む、
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直角同軸コネクタの製造方法。
【請求項１５】
　前記内部導体の前記第２端部上の結合面にばねバスケットを結合するステップをさらに
含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記内部導体は、接合部内に取り付けられた隔離体によって前記孔内で同軸に保持され
、前記接合部は、前記本体の一次側に結合されている、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記形成ステップは金属射出成形法によるものである、請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記形成ステップはチキソ成形法によるものである、請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　同軸ケーブル接合部を、前記外部本体の前記二次側に取り付けるステップをさらに含む
、請求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　直角同軸ケーブルコネクタであって、
　外部本体の一次側と二次側との間に延びる孔内で同軸である、単体の略円筒形内部導体
を備え、
　前記内部導体は、前記一次側縦軸に垂直な二次側軸上の第２端部への移行部を有する縦
軸上の第１端部を備え、
　前記第２端部は、ばねバスケットが結合される結合面を有し、
　前記移行部の外側は、平坦な背面角表面を有し、前記平坦な背面角表面は、前記縦軸と
前記二次側軸に対してそれぞれ４５度で配置され、
　前記移行部の内側は直角結合であり、
　前記内部導体は、前記一次側に結合された接合部内に取り付けられた隔離体によって前
記孔内に同軸に保持されており、
　さらに、前記外部本体の前記二次側に結合された同軸ケーブル接合部を備える、
直角同軸ケーブルコネクタ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、２００７年６月２０日付で出願された、Ｊｅｆｆｅｒｙ　Ｐａｙｎｔｅｒに
よる、米国特許出願第１１／７６５，８６９号の「内部導体移行部を備えた角度付き同軸
コネクタおよび製造方法」の利益を主張する。
【０００２】
　本発明は、同軸ケーブル用のコネクタに関する。より詳細には、本発明は、電気性能を
改善した直角同軸コネクタと、コスト対効果に優れた精密な製造方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　角度付き同軸ケーブルコネクタ、例えば直角コネクタは、装置に垂直に延びるケーブル
を用いるケーブルと装置間の接続が望ましくない場合（例えば、ラックマウント装置およ
び／または壁などの妨害面に近接して位置する装置とのケーブル接続）における、ＲＦ装
置への接続に有用である。
【０００４】
　直角同軸コネクタを形成するのに必要な内部導体の直角移行部は、いくつかの問題を発
生させる。第１に、本体が複数の部品で形成されているか、アクセスカバーを有するか、
および／または、例えば内部導体が一端から挿入されると、移行点においてはんだ付け接
続がなされるかのいずれかでない場合、直角移行部によって内部導体を周辺本体に挿入す
ることが難しくなり、これは組み立てを極めて複雑にする。
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【０００５】
　第２に、移行部は、コネクタが取り付けられる同軸伝送線にインピーダンス不連続を発
生させる。滑らかで大きな半径の湾曲およびブロック形状の鋭いコーナー湾曲の両方は、
測定可能なインピーダンス不連続性を生じる。
【０００６】
　第３に、コネクタは、結合同軸ケーブルの直径及びまたは特定の接続接合点に応じて、
設計される。内部導体要素は、寸法が小さく、比較的脆いものであり、高精度でコスト対
効果に優れた製造を著しく複雑にしている。
【０００７】
　同軸ケーブルおよびコネクタ産業における競争は、製造コスト、材料コストおよび組立
コストを低減するだけでなく、電気性能を改善することに注意を集中してきた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　このような点から、本発明の目的は、このような先行技術の欠陥を克服する方法および
装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本明細書に組み込まれ、本明細書の一部を構成する添付図面は、本発明の実施形態と、
併せて上記で与えられた本発明の概要とを示し、以下で与えられる実施形態の詳細説明は
、本発明の原理を説明する役割を果たす。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　例えば、図１および図２で示されるとおり、本発明による角度付き同軸ケーブルコネク
タ１は、７－１６ＤＩＮコネクタの一次側接合部５を標準にする一次側３と、環状波形の
堅固な外側導体同軸ケーブル４３の二次側接合部９を備えた二次側７で示されている。コ
ネクタ１は直角として示されている。あるいは、当業者であれば、任意の所望の角度、接
続接合部および／または同軸ケーブル接合部が、一次側３および二次側７の片方または両
方に適用されてもよいことを理解する。
【００１１】
　コネクタ１は、外部本体１５の一次側３と二次側７との間に延びる孔１３内に同軸に組
み込まれた、単体の略円筒形内部導体１１を有する。内部導体１１は、一次側縦軸に垂直
な二次側軸上の第２端部２１への移行部１９を有する、縦軸上の第１端部１７を有する。
本明細書で用いられている単体とは、別々に製造された要素から機械的締結具、はんだ付
け、または接着剤を用いて一体に接合された組立体ではなく、単一の一体要素として形成
されたものとして、内部導体１１を定義する。本明細書で用いられている略円筒形とは、
移行部１９、第１端部１７および第２端部２１の領域（選択された接合部に応じて）を除
いて、内部導体１１が、一次側縦軸と二次側軸とにそれぞれ沿って円形断面を有すること
を意味する。
【００１２】
　インピーダンス不連続性と相互変調歪みとの両方に関連する高周波の電気性能を改善す
るために、例えば、図３～図５に詳細に示されているとおり、移行部１９の外側２３は平
坦な背面角表面２５で形成される。平坦な背面角表面２５は、縦軸と二次側軸の両方と対
称に、一次側縦軸が二次側軸に対して傾斜する角度の半分の角度（この場合、一次側縦軸
と二次側軸の両方に対してそれぞれ４５度）で、配置されてもよい。移行部の内側２７は
、円弧半径、あるいは代替として、直角の交差部２９で形成されてもよい。
【００１３】
　一次側縦軸に沿った第１端部１７または二次側軸に沿った第２端部２１のいずれかから
見ると、平坦な背面角表面２５は、内部導体１１の幅全体にわたって広がり、縦軸とコネ
クタの所望の角度に相補的な二次側軸との間の信号流れの方向に対して、角度の付いた「
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反射面」を提供し、動作周波数が増加するときに、インピーダンス不連続性および相互変
調歪みの発生の低減に関して、内部導体１１への効果を高める。
【００１４】
　内部導体１１の第１および第２端部１７、２１は、所望の一次側および二次側接合部５
、９のために構成されている。第１の例示的な実施形態においては、第１端部１７は、７
／１６ＤＩＮコネクタ接合部用のピン３１として示されている。第２端部２１は、ねじ３
５の形状の結合面３３を有する。外部本体１５の孔１３に容易に挿入することができるよ
うに短くされているが、第２端部２１の方向に延びる内部導体１１の部分は、結合面３３
を移行部１９から離して間隔を空けて位置決定し、内部導体１１の強度を強化し、結合面
３３または他の接合部を移行部１９の位置に置くことに比べて、追加の電気的切断を発生
する機会を低減させる。
【００１５】
　結合面３３のねじ３５によって、様々な異なる内部導体接合部３７を容易に取付けるこ
とができる。内部導体接合部３７は、ここでは、環状波形の堅固な外側導体同軸ケーブル
４３の堅固な中心導体４１と確実に接触するばねバスケット３９として示されている。
【００１６】
　図６～図８で詳細に示されているとおり、外部本体１５は、一次側および二次側３、７
の間の孔１３で形成されている。一次側接合部取付部４５が、例えば、一次側３に開口し
、好ましくは、孔１３と同軸の環状溝４７の形状で、本体１５の一次側３内に形成される
。一次側接合部５は、環状溝４７内に圧入され、一次側接合部５は、内部導体１１を孔１
３内で同軸に位置合わせする隔離体５１を支持し、内部導体肩部５３によって隔離体５１
に対して保持される（図２参照）。隔離体５１は、例えば、一次側３と接合部肩部５５と
の間で保持されてもよい。別のコネクタまたは装置に接続されていない場合であっても、
コネクタ１を環境的に封止するために、Ｏリングのような密封ガスケット５７が、隔離体
５１と一次側接合部５との間に置かれてもよい。
【００１７】
　二次側７では、二次側接合部９は、二次側接合部取付部６４（ここでは一体型のねじ切
り肩部６５として示されている）によって外部本体１５に取付けられた同軸ケーブル接合
部６３の外側導体クランプ面６１に接するばねつまみナット５９として示されている。内
部導体接合部３７を支持する隔離体５１は、本体肩部６５に接して置かれ、二次側接合部
９の内側に突出するリップによって保持されている。密封ガスケット５７は、接続を環境
的に封止するために、外部本体１５と本体肩部６５との間、ばねつまみナット５９と同軸
ケーブル接合部６３との間、および外側導体６７とばねつまみナット５９との間の接続に
利用されてもよい。
【００１８】
　図９は、上述と共通の要素表記を表し、ここでは一次側縦軸が二次側軸に対して傾斜す
る角度が４５度の代替実施形態を示している。選択された角度が小さいため、平坦な背面
角表面２５が、縦軸と二次側軸の両方と対称に、一次側縦軸が二次側軸に対して傾斜する
角度の半分の角度で設けられる。縦軸に沿った第１端部１７または二次側軸に沿った第２
端部２１のいずれかから見ると、平坦な背面角表面２５は、内部導体１１の幅よりも小さ
い幅で広がり、導体断面の一部に対してのみ、信号流れの方向に対して角度の付いた「反
射面」を提供する。しかし、コネクタの角度が小さいため、反射面が内部導体１１の断面
積全体よりも小さい範囲を含む場合であっても、インピーダンス不連続の効果は低減され
る。
【００１９】
　図１０および図１１には、結合面３３の代替例と、特定の同軸ケーブルに対する二次側
接合部９の別の変形例とが示され、上述と共通の要素表記で表されている。図１０におい
ては、内部導体接合部３７は、ねじではなくばねバスケット３９によって結合面３３で内
部導体１１に結合されている。図１１は、キャビティとして形成された結合面３３に中心
導体４１を直接はんだ付け接続することを示しており、この結果、内部導体接合部３７を
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必要としなくなる。はんだ付け領域へのアクセスは、はんだ付け開口６９によってなされ
る。あるいは、結合面３３は、例えば、環状またはカンチレバースナップ嵌合（ｃａｎｔ
ｉｌｅｖｅｒ　ｓｎａｐ　ｆｉｔ）によるピン－ソケット式といった任意の接続手段であ
ってもよい。最高の電気性能を得るために、導電性接着剤が、結合面３３と選択された内
部導体接合部３７との相互接続部に塗布されてもよい。
【００２０】
　本発明による角度付きコネクタ１は、全体コストを最小限にすると同時に所望の精度レ
ベルで様々な構成要素を生成するように、それぞれが選択された種々の技術の組み合わせ
を用いて製造されてもよい。例えば、比較的小さい内部導体接合部ばねバスケット３７を
含む略同心の要素が、所望の材料に応じた機械加工または成形によって製造されてもよい
。外部本体１５は、成形または機械加工が比較的簡単であり、最小の特徴形状を有する。
【００２１】
　内部導体１１の特定の形状は、小型の非同心電気構成要素を高精度の公差で機械加工す
ることに伴う品質管理、コスト、時間要件を低減するために、金属射出成形法（ＭＩＭ）
またはチキソ成形法によって、コスト対効果に優れた方法で高精度で形成されてもよい。
【００２２】
　粉末射出成形法としても知られるＭＩＭは、堅固な金属部品を製造するためのネットシ
ェイプ法であって、プラスチック射出成形品の設計自由度を鍛錬された金属の材料特性に
近い材料特性と組み合わせる方法である。その本質的な設計の柔軟性によって、ＭＩＭは
、数多くの各種金属および金属合金において、ほとんど無制限の配列の数々の高度に複雑
な形状を製造することができる。機械加工および鋳造といった従来の金属加工技術の設計
および経済上の制約を、ＭＩＭによって克服することができる。
【００２３】
　典型的なＭＩＭプロセスでは、微粒状化された金属材料が、ワックスまたはポリマー結
合剤と均一に混合され、射出成形される。次に、「グリーン」成形部品が金型から引き抜
かれる。脱結合剤工程は、低温度および／または溶媒を利用して、結合剤の大部分をグリ
ーン部品から抽出する。次に、脱結合剤処理されたグリーン部品が高温で焼結され、脱結
合剤処理された部品が最終的に目標とする大きさまで比例的に収縮し、従来の手段によっ
て同一材料から作られた鋳造物に近い金属密度と強度を実現する。
【００２４】
　本発明者は、ＭＩＭ製造技術を利用することにより、様々な金属および／または金属合
金を用いて、本明細書で記載した内部導体の正確な形状を形成できることを認識した。Ｍ
ＩＭ製造プロセスに固有の最小廃棄物のため、金属の優れた電気機械的特性が実現される
が、金属の機械加工に関しては極端に少ない廃棄物しか生じないために、材料コストは最
小限となる。
【００２５】
　チキソ成形法は、チキソトロピックマグネシウム合金の金属射出成形技術を用いて内部
導体を形成する、別の極めて有利な方法である。この方法によって、マグネシウム合金は
、チキソトロピック状態に達するまで加熱され、次いで、プラスチックの射出成形技術と
同様に、射出成形される。これにより、本発明による内部導体は、コスト対効果の優れた
、高精度の製造公差で大量に製造できる。例えば、チキソトロピック金属成形において使
用されるマグネシウム合金は、適切な剛性特性を有し、また、軽量であるという利点を有
する。
【００２６】
　本発明は、最小数の個別構成部品を有するにもかかわらず、電気性能が改善された、コ
スト対効果の優れた直角同軸コネクタ１を提供する。また、材料コストと、必要とされる
組立作業の複雑さが低減される。ケーブルへのコネクタの取り付けは、確実に設置し得、
従来の直線状本体の同軸コネクタと同様の必要時間と組立作業で確実に達成できる。
【００２７】
　これまでの説明においては、比率、整数または公知の均等物を有する構成要素を参照す
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る場合は、本明細書では、このような均等物は、あたかも個別に記述されているかのよう
に組み込まれている。
【００２８】
　本発明をその実施形態の説明によって明らかに示し、一方で、これら実施形態をかなり
詳細に説明してきたが、添付の特許請求の範囲の範囲をこのような詳細事項に制限、また
は多少なりとも限定することは、出願人の意図するところではない。当業者には、追加の
利点および変更形態が容易に明らかである。この結果、より広い態様における本発明は、
特定の詳細事項、代表的な装置、方法、並びに図示および説明された例示的な実施例に限
定されない。したがって、出願人の全体的な発明概念の精神または範囲から逸脱すること
なく、このような詳細事項から逸脱してもよい。さらに、以下の特許請求の範囲によって
定義された本発明の範囲または精神から逸脱することなく、改良および／または変更が可
能なことは理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】直角で示された、同軸ケーブルに接続された角度付きコネクタの第１の例示的な
実施形態の外観の等角投影図である。
【図２】図１の直角コネクタの概略的な断面側面図である。
【図３】図２の内部導体の等角投影図である。
【図４】図３の内部導体の概略的な平面図である。
【図５】図３の内部導体の概略的な側面図である。
【図６】図２の外部本体の概略的な外側の側面図である。
【図７】線Ｄ－Ｄに沿った、図６の概略的な断面側面図である。
【図８】線Ｇ－Ｇに沿った、図６の概略的な断面側面図である。
【図９】角度が４５度の代替実施形態の概略的な断面側面図である。
【図１０】代替実施形態の概略的な断面側面図であり、内部導体にばねバスケット内部導
体接合部で接続されている。
【図１１】代替実施形態の概略的な断面側面図であり、内部導体に直接はんだ付けで接続
されている。
【符号の説明】
【００３０】
１　コネクタ
３　一次側
５　一次側接合部
７　二次側
９　二次側接合部
１１　内部導体
１３　孔
１５　外部本体
１７　第１端部
１９　移行部
２１　第２端部
２３　外側
２５　平坦な背面角表面
２７　内側
２９　直角交差部
３１　ピン
３３　結合面
３５　ねじ
３７　内部導体接合部
３９　ばねバスケット
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４１　中心導体
４３　ケーブル
４５　一次側接合部取付部
４７　環状溝
５１　隔離体
５３　内部導体肩部
５５　接合部肩部
５７　密封ガスケット
５９　ばねつまみナット
６１　外側導体クランプ面
６３　同軸ケーブル接合部
６４　二次側接合部取付部
６５　本体肩部
６７　外側導体
６９　はんだ付け開口

【図１】 【図２】
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【図７】

【図８】

【図９】
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